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一つに 「同じことに対し不完全に定式化された定義の多様さ」 を指摘した上「アニマ」について次のように述べている。――「このアニマという概念 、エロチックな経験は感情 情動の世界への「扉を開ける ことが き 必ずも全面的にエロチックとは限らないと述べれば最もよく理解されると私 考





















最終近くに配されている。 〈語り〉の観点 言えば、カフカ少年 話とナカタさんの話の展開を交互に配列し、 「カラスと呼ばれる少年」を挿入するような物語の全体性を統括する機能としての〈力〉を〈作者〉概念の前段階に想定することになる。上巻のカフカのパート、第
１１章末尾には「そのようにして
僕の運命はますます奇妙な展開を見せることになる。 」 ある。ナラティブ構造の破綻ではなく 〈語り〉 の行為の事後性と 物語の全体性の統括的水準の 〈語
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ここに来たのかい？」 と改稿されたのが 『図書館奇譚』 だ。





































してあります。 しかしカフカ少年の場合はそうではな 。 この物語には神、
 
あるいは神に対応する存在は りません。 あく で水平的な魂のやりとり
 















「定点」が「神の意志＝宿命」であるのは必然だ。長い歴史の中で、彼方に神を予想しながら理性を追求した時代。 神に理性がとって変わる合理的精神と文明崇拝の時代。 人間中心的世界像への批判に至ると通時的にまとめるのは些か大雑把だが、アメリカを含む近代ヨーロッパを理念に、その似姿としてある日本の近代意識は 前近代の世界観を破壊しながら獲得された。 旧世代 新世代、個を束縛する家や親子関係、共同体との戦いも不可欠な思想的対立 った。今日に至って家族の解体や共同体の喪失を言われて久しいが、親と子それ自体、その関係性自体がなくなったわけではない。過ぎ去ったものでなく、 はむしろ極めて今日的な問題、 ま それは今日の超越性や神話的世界との関係の喪失とも深く関わっている。 村上 二十一世紀に入って自身の文学への圧倒的支持と手応えについて「そ 背景には、なにかひとつ大きな時代的潮流 変化があるのではないか。モダンがあって ポストモダン あって、そのポストモダンがトラックを一周して、ひとつ 局面はもう終わりを告げた」と語る。率直な時代認識と実感 交えた後 神話の再創成」が「キーワード」になると述べてい
（２６）。村上の「補足」に戻れば、 『カフカ』には「神、あるいは神に対
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メッセージ」を伴う「異様な終わり方」の「異様」さ は何か は、柴田が疑念を呈した案内係 「教え」 意味作用に関わってい 。その「異様」さをどう読むか、たどたどしくも焦らずに進めてみたい。束の間 夢（求 ）が終わり、無自覚にも父と母が 責任 ある立場 入ろうとする局面 この夢（映画）を見て、スクリーンに叫ぶ 僕」のふるまいは、自ら 生の始まりを阻止しようとするもの、今の生 拒絶し、父と母とともに丸ご 消去しようと




























































一九〇九年、 何やら 「僕」 は夢の中で古いサイレント映画を観ているようだ。
そこに登場するのは結婚前 若き父と母。二人はコニ アイランドに出かけ、浜辺を散歩しメリーゴーランドに乗り こで一番の高級店で食事をする。演奏中のワルツに煽られるように父は思わず母に求婚する。 すると客席でそれを観ていた「僕」が「結婚しちゃいけない！
 
まだ間に合う、考え直すんだ、二
人とも。いいことなんて何も待ってないぞ。後悔 くしみ 醜聞と、そ からおそろし 性格の子供が二人、それだ さ！」と立ち上がりスクリーンに向って叫ぶ……と った具合だ。映画は、映画な 作品を大衆に提示す だけでなく、現実を見る大衆 知覚をも構成していると述べたのはヴァルター・ベンヤミンだが、 カメラが捕え は無意識に浸透さ た空間が現出してい
（２２）。 「ここでシュウォーツがいち早く用いた、夢とも映画ともつかないような
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なる。少年が手にしたその本とは、ナチス・ドイツの「アドルフ・アイヒマンの裁判について書かれた本」である。 「ユダヤ人の最終処理――要するに大量殺戮――という課題」を与えられたアイヒマンは、 「実務家」として経済的、効率的な「最終処理」計画立案に没頭した 法廷 被告席にあって、六百万人ものユダヤ人が抹殺された事実 突きつけられても最後まで彼は自分 罪を自覚できなかったことを知る。そこ カフカが目 した大島さんのメモ――「すべては想像力の問題なのだ。僕らの責任は想像力の中から始まる イェーツが書いている。
In dream
s begin the responsibilities ――まさにそのとおり、















































































⑦その夜、君たちはもう一度抱きあう。君 彼女 中 ある空白が埋めら
 
れていく音を耳にする （中略）君は仮説の中に 。仮説 外 いる。
 
仮説の中にいる。仮説の外にいる。 （中略） 「私 にはあなたが知らなく
 
てはならな ようなものなんてなにひとつない よ」と は言う。月曜
 
























































という父親の予言＝呪いについてを大島さんに告白したカフカが、 「遠隔的な父殺し」の「仮説」を述べたくだり。②は十五歳の佐伯さんが〈生き霊〉としてカフカの部屋を訪れた場面。③、④、⑥は、母親を仮託 女性、少女の姿ではない「現実の佐伯さん」とカフカが「交わる」場面。また④は時折挿入されるカフカを相対化するカラスの声だが、 一人称と二人称の位相が混濁の様相




























































なる。少年が手にしたその本とは、ナチス・ドイツの「アドルフ・アイヒマンの裁判について書かれた本」である。 「ユダヤ人の最終処理――要するに大量殺戮――という課題」を与えられたアイヒマンは、 「実務家」として経済的、効率的な「最終処理」計画立案に没頭した 法廷 被告席にあって、六百万人ものユダヤ人が抹殺された事実 突きつけられても最後まで彼は自分 罪を自覚できなかったことを知る。そこ カフカが目 した大島さんのメモ――「すべては想像力の問題なのだ。僕らの責任は想像力の中から始まる イェーツが書いている。
In dream
s begin the responsibilities ――まさにそのとおり、















































































⑦その夜、君たちはもう一度抱きあう。君 彼女 中 ある空白が埋めら
 
れていく音を耳にする （中略）君は仮説の中に 。仮説 外 いる。
 
仮説の中にいる。仮説の外にいる。 （中略） 「私 にはあなたが知らなく
 
てはならな ようなものなんてなにひとつない よ」と は言う。月曜
 
























































という父親の予言＝呪いについてを大島さんに告白したカフカが、 「遠隔的な父殺し」の「仮説」を述べたくだり。②は十五歳の佐伯さんが〈生き霊〉としてカフカの部屋を訪れた場面。③、④、⑥は、母親を仮託 女性、少女の姿ではない「現実の佐伯さん」とカフカが「交わる」場面。また④は時折挿入されるカフカを相対化するカラスの声だが、 一人称と二人称の位相が混濁の様相


























































































































































































見さだめようとする。 （中略）潮が満ち 月が昇る。ほどなく君 射精す
 



















































新見を加えておこう。 「ぼく」が閉じ込められた牢屋にあった歯磨き 「ぼく嫌いな苺味」である。 「苺」 「
⺾
」と「母」に分解すれば、草冠を戴く母、
母が暗示される仕掛けとなる。 また月をあしらったオスマントルコ帝国旗の通称は「新月旗」だが、脱走敢行の 新月の夜 響き合いも含め、これら図
像性の喚起する意味作用に意識的な本作の表現実践は興味深い。 特筆すべきは『オスマン・トルコ収税吏の日記』を読む「ぼく」が収税吏ハシュールとなり美少女（妻）を抱くくだりである。 「彼女の体は細くて、つるりとして素敵な匂いがした」と 語りの後に「ぼく」に訪れた「眠り」とは その「苺の香りのする眠りだった」と加筆改稿された点は見落とせない。後の議論を先取りすることにもなるが、 『図書館奇譚』の改稿 より生成・補強される文脈との相似性、微視的かつ構造的な類似性を帯びてくるのが『海辺 カフカ』 （講談社
 




好きな 物な だ。そのこ をぼくはこの本で初めて知った」とは、こ もまた見落とせない改編箇所である。周知のよ に「 書館奇譚」初出連載時とほぼ同時期に発表された『羊をめぐる冒険』 （ 『群像』一九八二年八月）と、短篇「シドニーのグリーン・ストリート」 （ 『海』臨時増刊「子どもの宇宙」一九八二年一二月）の二作品にも羊男、羊博士が登場す 。それだけではない。佐々木マキとの絵本『羊男のクリスマス』 （講談社
 
一九八五・一一）での羊男は
昼間はドーナツ・ショップで働 ており、 『図書館奇譚』のぼくと羊男に交わされた会話の中 願い （ がドーナツ屋を始 ） がここに実現されている。羊は「音楽が大好き」との改稿 先立っ 絵本 男とは作曲家でもあった。絵本には『１９７３ のピンボ ル』の「双子 少女」も登場している。そもそも 『図書館奇譚』 「ぼく」 が地上に脱出し終えたとき、 羊男は姿を消した。これは一つの〈出来事〉だ。これを単に成長物語の枠組みに落とし込めば「無理だ 思っていた牢獄からの脱出を「僕」が完遂したときに ＝「僕」の弱い部分は消え去った」と言えよう⒂。だが「ぼく」が連れ出す仕儀 なった地上に羊男の「居 べき場所」はあるはずもない。そ 羊男に「居るべ 場所」を与えた『羊男のクリスマス』の自己内部的な間テクスト性の構築は注目に値する。
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） を設えたアレゴリーにおいて 「ぼく」 は 「羊飼い」 として裏返される。



























































































































































































































） を設えたアレゴリーにおいて 「ぼく」 は 「羊飼い」 として裏返される。























































った。 「図書館の静けさが強調されている は、 普段は気に留めない自分の 「靴音」が耳につく空間を設定するため」であり、 「誕生日に母親が買って た」「靴」とは
「「僕」を包み込み且つ繋ぎ留める「母親」の心理的引力の表象」 、
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「「僕」を包み込み且つ繋ぎ留める「母親」の心理的引力の表象」 、































































































































ァージョンアップされたという『図書館奇譚』だが、当該ヴァージョンを対象化した論考は見当たらない。旧稿版を論じたものを確認し、従来の作品評価や枠組みの点から問題の所在を見定める。たとえば村上作品の「図書館」表象をめぐり、その一つとして「図書館奇譚」にも言及した平野芳信論がある⑷。 『羊をめぐる冒険』 （ 『群像』一九八二年八月号） 近接した時期に連載開始された「図書館奇譚」だが、この「もう つの世界」でも「 「僕」は羊男に図書館で出会っていた」ことに注意を振り向けた。作品の枠を超えて登場する羊男――この観点は、制作者の自己内部的な間テクスト的発想や、それに基づく 法側面への考察の余地を窺わせ、本稿でも後に検討を加えたい。だが看過しえぬのは、平野論が「図書館奇譚」を「図書館の地下に広がる迷宮的世界 課題を与えられて閉じ込められた「僕 が 羊男と喋れない女 子に出会い、 もに脱出するまでの話」と要約し 点である。
 
 
これに先立ち 「 「僕」 が逃げおおせて家に帰り着いたところで話は終わらず、




ものとして「図書館」が設定されていると言う。確かに「図書館 地下で 知識を与えると同時にそれを吸い取る」老人に「ぼく は出会っているが、はたして「図書館の地下室」は「母親の象徴」でしかないも なのか 検討を要する。ともあれ、この話はユング心理学の影響や神話分析 相即性と った関心の向け方を読者に誘発するようだ。 むろん物語構造 諸要素が主題 無関係であるはずがない。神話 定型や作品に描かれた事物・人物が担う機能 も目配りした中地論だが、一方では本作 「 殺し」の物語 型を忠実に踏まえて構想され 」可能性を見出し、他方では 「母 から全く掛け離れた異質な要素」 して自立した「僕 の〈喪失感〉を読む。ヴァージョン３について「最後に「ぼく」が手に たもの」は 財宝でも王女でもない」



















































































的関与性の形成やメタレベル情報 干渉を介 て、 何かを隠そうと 同時明かそうとするものらしい。 『カンガル 日和』 「あと き」には 「図書館奇譚 は「連続ものの活劇を読みた という僕の家内の要望にこたえて書かもの」とあ 。本稿はこれが単なる「活劇」でな ことを証するものだが、言 換えれば「何を書いてしまったか」の感懐を明 さぬ一方で 小説家は作
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もに〈語り手〉の主体性（質）を析出する。再考すべき先行論の問題点と切り結び、 ユングの元型的な世界や神話的世界に開かれたもの して作品が内包する可能性 追る⑵。 第二に村上作品における派生作品と作中人物も視野に含めつつ、村上の発言や関連言表も参照し『海辺のカフカ』 『羊をめぐ 冒険』等の作品相互の連続性に生じているコンテクストや結節点を確かめる。 制作者の戦略性 ともに、 『図書館奇譚』改編の実相を捉えた 。村上が示 時代認識とともに標榜される「神話の再創成」は鍵語の一つ な ⑶
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「図書館奇譚」の先行言説
 
問題の所在
 
 
 
 
 
村上の言によれば、 「大人向きのダークな童話」から「より大人向きに」ヴ
（1）
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